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機器の連携利用に関する研究

近年，様々な機器が高性能なコンピュータを内蔵し，至る所にコンピュータが存在する
ユビキタスコンピューティング環境が実現しつつある．また，無線 LANや Bluetooth
などの短距離無線通信技術の普及により，これらの機器をネットワーク経由で連携させ
た，有用なサービスの実現が期待される．しかし，ユーザが望んでいる連携状態をシス
テムに伝えるためには，一般にアドレスや名前の指定などの煩雑な設定が必要となる．
本研究は，情報機器の連携利用のための，より使いやすいフレームワークの提案を目的
とする．
　まず，接続したい両機器のボタンを押すことにより，機器間の接続を直接的に指示で
きるフレームワークTouch-and-Connectを提案した．本手法では，状態を表示可能なボ
タンを用いてユーザの操作を排他制御し，複数の人間が独立に操作を行う状況において
も誤接続を防止する．ブロードキャスト通信を用いた本手法のプロトコルは，管理サー
バを必要とせず，動的な端末の入退出にも対応するため，必要に応じて一時的に構築さ
れるアドホックネットワークでも利用可能である．また，セキュリティと使いやすさの
向上のため，グループを作成して機器間の接続可能性を制限できる．本フレームワーク
のプロトタイプシステムを実装してその実現可能性を示した．また，被験者実験によ
り，インタフェースとしての使いやすさ，および本手法により誤接続が防止できること
を示した．
　次に，上記のボタンインタフェースは，ボタンを押すことが困難な遠くの機器への適
用が難しいため，ユーザが携帯端末で対象の機器を指し示すことにより，上記のボタン
インタフェースを遠隔操作できる手法を提案した．ユーザは，この遠隔操作と従来のボ
タンインタフェースとを組み合わせて接続を指示することもできる．
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